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沼
田
市
の
誇
り
高
き
文
化
の
根
源

を
考
え
る
時
、
そ
の
要
因
は
城
下
町

の
成
り
立
ち
に
あ
る
。
特
に
江
戸
中

期
以
降
に
当
地
を
治
め
た
土
岐
氏
の

家
柄
の
影
響
が
大
き
い
。
土
岐
氏
は

美
濃
源
氏
を
出
生
と
し
、
寛
保
二
年

土
岐
賴
稔
（
よ
り
と
し
）

が
駿
府
田
中
城
よ
り
沼
田

へ
移
封
以
来
、
十
二
代
ま

で
の
百
二
十
六
年
間
沼
田

を
治
世
す
る
。
土
岐
氏
は

穏
健
派
で
鷹
の
絵
を
得
意

と
す
る
藩
主
が
い
た
り
、

「
土
岐
の
一
算
」
と
呼
ば

れ
る
算
術
に
長
け
た
家
臣

を
育
て
た
り
な
ど
、
天
災

や
飢
饉
を
除
け
ば
比
較
的

平
穏
な
時
代
を
過
ご
し

た
。
村
々
が
取
り
囲
む
す

り
鉢
状
の
中
心
に
あ
る
沼

田
の
周
辺
に
は
多
く
の

人
々
が
集
ま
り
、
様
々
な

文
化
が
生
ま
れ
育
ち
、
花

開
い
た
の
で
あ
る
。
 

　
か
つ
て
、
郷
土
誌
「
沼

田
万
華
鏡
」
で
伝
統
を
守

る
職
人
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
鍛

冶
・
提
灯
・
下
駄
・
箪

笥
・
畳
・
味
噌
饅
頭
や
正

月
の
飾
り
花
な
ど
、
武
士
や
町
人
、

農
民
が
必
要
と
し
た
様
々
な
伝
統
の

工
芸
品
や
生
活
用
品
に
携
わ
る

人
々
。
こ
れ
ら
も
城
下
町
が
育
ん
だ

技
で
あ
り
文
化
で
あ
る
。
し
か
し
、

時
代
の
変
化
に
よ
り
多
く
の
技
や
職

人
が
消
え
て
い
る
。
口
惜
し
い
限
り

で
あ
る
。
 

　
沼
田
市
文
化
協
会
の
今
年
度
は
、

力
強
さ
を
具
体
的
に
感
じ
た
一
年
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
実
績
あ
る

会
の
休
会
な
ど
、
一
部
高
齢
化
に
よ

る
残
念
な
動
き
も
あ
っ
た

が
、
周
年
行
事
な
ど
が
目

白
押
し
で
あ
っ
た
。
茶
道

会
五
十
周
年
、
郷
土
の
芸

能
祭
も
五
十
回
を
迎
え

た
。
 

　
ま
た
、
文
化
庁
か
ら
昨

年
よ
り
提
言
さ
れ
た
、
学

校
と
地
域
と
の
連
携
・
協

働
の
推
進
も
図
ら
れ
た
。

利
根
沼
田
美
術
協
会
の
夏

の
絵
画
教
室
に
は
百
人
以

上
の
参
加
者
が
見
ら
れ

た
。
 

　
第
七
十
一
回
沼
田
市
文

化
祭
は
、
晴
天
に
恵
ま

れ
、
力
強
く
文
化
の
好
発

信
が
で
き
た
。
文
化
を
背

負
う
熱
意
や
技
を
伝
え
る

真
摯
な
姿
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。
今
年
よ
り
、
子
ど

も
教
室
の
伝
統
芸
能
発
表

会
が
、
文
化
祭
に
統
合
さ

れ
四
団
体
の
子
ど
も
達
が

熱
演
し
た
。
伸
び
伸
び
と
し
た
、
さ

わ
や
か
な
頑
張
り
は
文
化
祭
に
新
鮮

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
た
ら
し
て
く
れ

た
。
こ
の
異
世
代
と
の
コ
ラ
ボ
は
、

今
後
の
文
化
活
動
へ
の
指
針
と
な
っ

た
。

文化との対峙、真摯に
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昭
和
四
十
二
年
池
坊
生
花
教
授
を

家
元
よ
り
伝
授
さ
れ
、
昭
和
六
十
年

に
利
根
沼
田
華
道
会
に
入
会
し
て
以

来
三
十
九
年
間
、
文
化
活
動
に
携
わ

っ
て
き
て
い
る
。
 

　
池
坊
中
央
研
究
所
に
通
っ
て
研
鑽

を
積
ん
だ
り
、
京
都
や
東
京
で
開
催

さ
れ
る
池
坊
華
展
を
は
じ
め
県
や
市

な
ど
数
々
の
華
展
に
出
展
し
た
り

と
、
池
坊
の
華
風
を
継
承
し
、
技
術

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
指
導
者
と
し
て
弟
子
の
育

成
に
も
努
め
、
会
員
相
互
の
融
和
を

図
り
な
が
ら
、
会
の
発
展
と
文
化
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。
 

　
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
生
花
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
薄
根
小
学
校
の
ワ
ク

ワ
ク
ス
ク
ー
ル
で
の
体
験
教
室
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
の
体
験
教
室
な

ど
を
実
施
し
、
社
会
貢
献
に
も
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

　
令
和
二
年
度
か
ら
沼
田
市
文
化
協

会
の
監
査
と
し
て
も
、
沼
田
市
の
文

化
推
進
に
尽
力
し
向
上
に
寄
与
し
て

い
る
。
 

           　
沼
田
吟
詠
会
に
平
成
十
五
年
に
入

会
し
、
特
に
利
根
沼
田
の
風
光
明
媚

な
詩
歌
及
び
歴
史
を
吟
じ
た
岸
大
洞

先
生
に
つ
い
て
、
一
層
の
研
究
を
行

っ
た
。
現
在
は
、
群
馬
県
吟
剣
詩
舞

道
総
連
盟
、
沼
田
市
文
化
協
会
、
沼

田
市
邦
楽
協
会
、
利
根
沼
田
郷
土
芸

能
祭
等
の
発
表
会
で
活
躍
し
て
い

る
。
会
員
か
ら
も
敬
愛
さ
れ
、
会
の

発
展
及
び
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
功

績
は
誠
に
多
大
で
あ
る
。
 

       　「
絵
画
を
楽
し
む
会
」
代
表
と
し

て
地
域
の
文
化
振
興
に
貢
献
し
て

い
る
。「
絵
画
を
楽
し
む
会
展
」
で

は
、
会
場
や
日
程
等
の
調
整
等
、
 

研
究
発
表
の
し
易
い
手
立
て
を
講

じ
て
い
る
。「
改
訂
き
り
絵
沼
田
か

る
た
」を
題
材
に
、新
し
く
広
い
視

野
で
画
面
を
描
い
た
絵
札
四
十
点

を
飾
り
、
自
作
の
「
解
説
付
き
画

集
」を
手
が
け
た
。積
極
的
に
自
己

研
鑽
に
も
取
り
組
み
、
中
央
展
で

上
位
賞
受
賞
等
し
て
い
る
。 

       　
昭
和
六
十
年
利
根
沼
田
華
道
会
入

会
以
来
、
三
十
九
年
間
、
池
坊
の
華

風
を
継
承
し
、
技
術
の
向
上
と
弟
子

の
育
成
に
努
め
る
。
池
坊
連
合
会
華

展
、
華
道
会
県
展
、
利
根
沼
田
華

展
、
家
元
華
展
等
文
化
活
動
や
学
校

支
援
生
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
 

　
令
和
二
年
度
か
ら
沼
田
市
文
化
協

会
監
査
と
し
て
、
地
域
の
社
会
教
育

活
動
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

明
あけ

田
た

あい子氏

大洞流沼田吟詠会

堀
ほり

江
え

百
ゆ

合
り

子
こ

氏

利根沼田華道会

令
和
六
年
度
 

沼
田
市
社
会
教
育
功
労
賞

堀
ほり

江
え

 百
ゆ

合
り

子
こ

氏

利根沼田華道会

令
和
六
年
度
 

群
馬
県
文
化
賞
 

　
　
（
文
化
功
労
賞
）

西
にし

村
むら

益
ます

美
み

氏

利根沼田美術協会

　この冊子は文化協会だより「ききょう」のダイジェスト

版です。文化協会の詳しい活動内容については生涯学習課

市民文化推進係にお問い合わせください。（☎23－2111）
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昭
和
四
十
年
以
前
か
ら
、
材
木
町

で
、
地
元
の
人
々
に
お
囃
子
の
指
導

を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
。
 

　
連
合
会
設
立
か
ら
お
囃
子
の
普
及

に
関
わ
り
、
現
在
も
連
合
会
役
員
と

し
て
、
お
祭
り
や
お
囃
子
演
奏
に
関

わ
る
事
業
並
び
に
後
継
者
育
成
事
業

等
の
指
導
を
積
極
的
に
努
め
て
い

る
。
文
化
祭
等
の
伝
統
芸
能
発
表
に

も
参
加
し
、
地
域
の
文
化
活
動
に
多

大
に
貢
献
し
て
い
る
。
 

       　
平
成
十
三
年
か
ら
、
ク
レ
ッ
シ
ェ

ン
ド
、
コ
ー
ル
ち
ぐ
さ
に
入
団
し
、

さ
ら
に
、
沼
田
市
音
楽
協
会
の
書

記
、
副
会
長
と
し
て
長
く
務
め
活
躍

し
て
い
る
。
行
事
で
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
、
多
大
な
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
ま
た
、
音
楽
教
室
を
主
宰
し

て
後
進
の
指
導
に
当
た
り
、
サ
ー
ク

ル
活
動
で
も
豊
か
な
技
量
を
発
揮
し

て
、
地
域
音
楽
文
化
の
発
展
の
た
め

に
尽
く
し
て
い
る
。
 

      

      　
平
成
十
四
年
に
心
彰
流
猿
ヶ
京
吟

詠
会
に
入
会
し
、
心
彰
流
総
本
部
理

事
、
上
席
師
範
を
経
て
、
令
和
四
年

に
は
県
吟
剣
詩
舞
連
総
連
盟
理
事
、

五
年
に
日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会
参
与

も
務
め
る
。
平
成
二
十
六
年
か
ら
、

沼
田
市
邦
楽
協
会
常
任
理
事
と
し

て
、
人
望
厚
く
、
諸
行
事
の
中
心
と

な
り
、
会
の
運
営
・
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
る
。
地
域
の
文
化
振

興
に
献
身
的
に
取
り
組
み
活
躍
し
て

い
る
。
 

       　
昭
和
三
十
六
年
に
利
根
沼
田
華
道

会
（
池
ノ
坊
）
入
会
以
来
、
中
学
校

や
地
域
団
体
等
で
の
生
花
の
指
導
を

続
け
て
き
た
。
平
成
十
七
年
か
ら
は

沼
田
市
文
化
協
会
に
白
花
会
と
し
て

入
会
。
毎
年
白
沢
町
文
化
祭
に
参
加

し
、
会
員
の
育
成
を
続
け
な
が
ら
、

平
成
二
十
四
年
〜
二
十
七
年
に
は
沼

田
市
文
化
協
会
白
沢
支
部
副
支
部
長

を
務
め
、
地
域
の
文
化
振
興
に
大
き

く
貢
献
し
て
き
た
。
 

       　
平
成
十
一
年
沼
田
書
道
協
会
に
入

会
以
来
、
積
極
的
に
事
業
に
臨
み
、

二
十
六
年
か
ら
理
事
、
三
十
年
か
ら

副
会
長
と
し
て
会
の
中
心
的
役
割
を

担
い
、本
会
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。
 

　
県
の
書
写
指
導
支
援
事
業
に
も
携

わ
り
、
長
年
、
小
中
学
校
等
で
書
写

指
導
を
行
い
、
書
道
文
化
の
振
興
発

展
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
央

展
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
書
道
技

術
の
研
鑽
に
も
努
め
て
い
る
。
 

       　
平
成
十
二
年
に
香
道
沼
田
門
院
会

に
入
会
し
、
例
年
、
市
文
化
祭
等
に

参
加
、
さ
ら
に
は
東
京
や
県
内
で
開

催
の
香
道
大
会
に
も
参
加
し
て
い

る
。
伝
統
文
化
の
伝
承
に
留
ま
ら

ず
、
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る

べ
く
積
極
的
に
香
道
の
普
及
に
努
め

て
き
た
。
会
員
相
互
の
和
の
模
範
と

な
り
、
新
し
い
世
代
を
育
て
る
こ
と

に
も
尽
力
し
、
地
域
の
文
化
振
興
に

多
大
に
貢
献
し
て
い
る
。
 

       　
昭
和
六
十
年
利
根
町
文
化
協
会
設

立
当
初
は
水
尾
流
の
会
員
と
し
て
、

入
会
。
平
成
六
年
か
ら
は
美
津
留
会

と
し
て
、
地
域
に
舞
踊
を
広
め
る
た

め
に
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
、
地
域

文
化
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
。
平

成
十
七
年
か
ら
は
支
部
理
事
を
務

め
、
特
に
、
利
根
町
芸
能
祭
で
は
、

実
行
委
員
会
役
員
と
し
て
運
営
に
携

わ
り
、
盛
り
上
げ
て
き
た
功
績
は
絶

大
な
も
の
で
あ
る
。

入
いり

澤
さわ

建
たて

喜
き

氏

久
く

保
ぼ

久
く

美
み

氏

沼田市音楽協会

見
けん

城
じょう

順
じゅん

一
いち

氏

沼田市邦楽協会

坂
さか

口
ぐち

文
ふみ

子
こ

氏

白沢支部白花会

角
つの

田
だ

ちゑ子
こ

氏傳
でん

田
だ

有
ゆう

子
こ

氏

沼田香道会 沼田書道協会

星
ほし

野
の

ミツル氏

利根支部美津留会

令
和
六
年
度
 

沼
田
市
文
化
協
会
文
化
功
労
賞
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沼
田
市
文
化
祭

第
七
十
一
回

　
沼
田
市
文
化
祭
は
十
一
月
十
五

〜
十
七
日
を
中
心
に
二
十
九
団
体

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
先
行
し
て
十
月
二
十
七
日
か
ら

「
利
根
沼
田
菊
花
大
会
」。
十
一
月

二
日
に
「
市
民
音
楽
祭
」
三
日
に

「
邦
楽
舞
踊
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
十
五
日
に
は
、
ウ
ェ
ル
プ
ラ
ザ

（
沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に

て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

も
行
わ
れ
、
上
州
沼
田
天
狗
の
里

面
友
会
の
方
々
の
楽
し
い
踊
り
で

和
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
展
示
部
門
主
会
場
の
ウ
ェ
ル
プ

ラ
ザ
（
沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
で
は
、
盆
栽
、
華
道
、
短
歌
、

川
柳
、
写
真
、
絵
手
紙
、
玉
原
の
自

然
、
書
道
、
美
術
の
展
示
、
さ
ら
に

茶
席
、
香
席
、
読
み
聞
か
せ
、
将
棋

体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
舞
台
部
門
で
は
、
利
根
沼
田
文

化
会
館
で
、
十
六
、
十
七
日
に
、
歌

謡
、
吟
詠
、
多
彩
な
舞
踊
等
十
一
団

体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
伝
統
芸
能
発
表

会
が
同
時
開
催
さ
れ
、

園
囃
子
、

日
本
舞
踊
、
和
太
鼓
、
人
形
芝
居
の

若
い
担
い
手
も
加
わ
り
、
賑
わ
い

ま
し
た
。 

　
他
に
、
十
六
日
に
歴
史
散
歩
、

二
十
四
日
に
紙
芝
居
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
市
制
七
十
周
年

記
念
と
し
て
山
車
人
形
の
展
示
や

抽
選
会
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
好
評

で
し
た
。
日
々
研
鑽
に
努
め
て
い

る
成
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
実

り
多
い
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

令和７年３月31日発行

ウェルプラザ

邦楽舞踊発表会

沼田公園

ウェルプラザ

沼田市民音楽祭

オープニングセレモニーアトラクション
「上州沼田天狗の里面友会」

利根沼田文化会館大ホール

ウェルプラザ 山車人形展示
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◆
白
沢
支
部

◆
利
根
支
部

　
令
和
四
年
度
よ
り
再
開
で
き
ま
し
た
支

部
の
行
事
、
文
化
祭
に
つ
い
て
は
新
た
に

「
ニ
ッ
ト
の
会
」
を
迎
え
開
催
で
き
ま
し

た
。
 

　
白
沢
小
・
中
学
校
生
徒
の
書
道
・
美
術

作
品
や
保
育
園
児
の
作
品
等
継
続
し
た
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。子
ど
も
達
の
参
加

は
大
勢
の
観
覧
者
を
呼
ぶ
効
果
が
大
で
す
。

「
ハ
ー
ブ
を
た
の
し
む
会
」
や
「
ニ
ッ
ト
の

会
」
の
女
性
達
の
賑
や
か
な
声
と
、
地
域
お

こ
し
団
体
の
「
白
沢
み
ら
い
会
」
の
皆
さ
ん

の
協
力
も
あ
り
ま
し
た
。
 

　
「
ふ
る
さ
と
文
学
賞
」の
継
続
も
本
年
二

十
一
回
を
迎
え
ま
し
た
。沼
田
・
利
根
の
各

小
・
中
学
校
の
協
力
を
い
た
だ
き
十
一
月

に
審
査
を
終
え
二
月
の
表
彰
式
を
待
つ
ば

か
り
で
す
。尚
こ
の
行
事
に
永
く
協
力
し
て

き
た
団
体
で
あ
る
「
し
ら
さ
わ
望
郷
ク
ラ

ブ
」
が
支
部
に
入
会
し
、
継
続
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
事
も
報
告
し
ま
す
。
 

　
第
四
十
二

回
を
迎
え
る

白
沢
町
芸
能

祭
と
昨
年
創

設
し
た
「
白

沢
町
文
化
功

労
賞
」
の
表

彰
式
を
併
せ

て
三
月
に
開

催
す
る
予
定

で
す
。
 

　
研
修
旅
行

に
つ
い
て
は
、

日
程
の
都
合

で
や
む
な
く

中
止
と
し
ま

し
た
が
、
今

後
は
時
期
を

調
整
し
た
上

で
開
催
し
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
利
根
支
部
で
は
、
「
全
国
ふ
き
わ
れ
俳

句
大
会
」
「
利
根
町
文
化
祭
」
「
利
根
町

芸
能
祭
」
を
支
部
の
三
大
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
 

　
沼
田
市
の
魅
力
を
発
信
し
、俳
句
文
化
の

振
興
を
図
る
「
全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大
会
」

は
、
今
年
で
三
十
四
回
目
と
な
り
、
一
般
の

部
が
五
百
十
九
句
、小
学
生
・
中
学
生
の
部

が
六
千
五
百
十
五
句
、合
わ
せ
て
七
千
三
十

四
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
特
選
・
特
別
賞
の
受
賞
者
は
左
記
の
と

お
り
で
し
た
。
 

特
選
 

吹
割
の
 

　
　
滝
見
し
夜
の
 

　
　
　
　
　
長
湯
か
な
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
　
稲
舟
 

       特
別
賞
（
沼
田
市
文
化
協
会
賞
）
 

滝
風
や
 

　
　
切
幣
高
く
 

　
　
　
　
　
高
く
舞
ふ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
と
く
江
 

　「
利
根
町
文
化
祭
」は
、日
頃
の
成
果
を
発

表
す
る
場
所
と
し
て
、文
化
協
会
利
根
支
部

加
盟
団
体
、
児
童
・
生
徒
の
作
品
等
、
多
く

の
方
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、三
日
は
体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。 

　
新
築
の
利
根
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
盛
況
の

「
文
化
祭
」
と
な
り
ま
し
た
。
 

              「
利
根
町
芸
能
祭
」
は
、
開
催
に
つ
い
て

検
討
中
で
す
。

第31号 支部より

利根町文化祭

ふるさと文学賞 白沢町文化祭

白沢町文化功労賞 白沢町芸能祭
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令和７年３月31日発行第31号

金
井
　
竹
德
 

岡
嶋
　
稜
子
 

池
田
　
進
一
 

伊
藤
　
重
雄
 

石
原
　
久
美
 

桑
原
　
久
男
 

伊
藤
　
重
雄
（
兼
務
）
 

加
藤
　
水
絵
 

武
井
　
良
和
 

石
北
　
玲
子
 

桜
井
由
紀
子
 

櫛
渕
　
光
彦
 

長
田
　
　
清
 

小
林
　
定
雄
 

堀
江
百
合
子

令
和
６
年
度
本
部
役
員

《
編
集
委
員
》

会
　
　
長
 

副

会

長
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

事
務
局
長
 

事
務
局
次
長
 

書

記

長
 

書

記
 

〃
 

顧

問
 

監

査
 

〃
 

〃

伊
藤
　
重
雄
 

岡
嶋
　
稜
子
 

池
田
　
進
一
 

石
原
　
久
美
 

桑
原
　
久
男
 

加
藤
　
水
絵
 

髙
井
　
信
彦
 

星
野
千
寿
子
 

小
林
　
康
子
 

金
井
　
竹
德
 

武
井
　
良
和
 

石
北
　
玲
子
 

桜
井
由
紀
子

委

員

長
 

委

　

員
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

顧

　

問
 

書
 
記
 
長
 

書
 
 
　
記
 

〃
 

編

集

後

記

　
今
年
も
沢
山
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
「
き
き

ょ
う
」
の
発
刊
が
で
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
抜
け
だ
し
て
、
文
化

活
動
も
軌
道
に
乗
り
か
け
て
い
ま
す
。
市
の
文
化

祭
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
に
近
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
最
近
の
文
化
祭
の
最
大
の
課
題
は
会
場
の

問
題
で
す
。
中
央
公
民
館
が
廃
止
さ
れ
、
文
化
会

館
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
街
地
か
ら
遠
い
こ
と
、

展
示
と
舞
台
発
表
会
場
の
距
離
も
遠
い
こ
と
、
ど

ち
ら
の
会
場
を
使
っ
て
も
、
一
カ
所
で
は
展
示
と

舞
台
発
表
が
難
し
い
こ
と
な
ど
で
、
非
常
に
会
場

の
設
営
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
今
年
に
な
っ
て
、

沼
田
女
子
高
校
と
沼
田
高
校
が
統
合
さ
れ
、
女
子

校
の
跡
地
を
市
が
取
得
し
て
多
目
的
に
活
用
し
、

文
化
の
拠
点
も
整
備
さ
れ
る
方
向
で
あ
る
と
伺

い
ま
し
た
。
沼
田
市
は
県
下
に
誇
る
文
化
度
の
高

さ
が
地
域
の
特
性
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
文

化
度
が
低
迷
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
文
化
の

拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
を
文
化
協
会
関
係
者

は
強
く
希
望
し
て
い
ま
す
。
地
方
の
小
都
市
で
あ

っ
て
も
、
ほ
こ
り
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
な

都
市
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
沼
田
ま
つ
り
だ

け
で
な
く
、
人
形
芝
居
や
邦
楽
の
取
組
の
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
文
化
に
接
し
て
、
沼
田
に

住
み
続
け
た
り
、
大
都
市
か
ら
帰
っ
て
く
る
よ
う

な
取
組
を
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　（
編
集
委
員
長
　
伊
藤
　
重
雄
）

沼田市文化協会加盟団体一覧
団　　体　　名部会名 代 表 者 名

利 根 沼 田 美 術 協 会 

沼 田 書 道 協 会 

沼 田 市 音 楽 協 会 

沼 田 カ ラ オ ケ 連 合 会 

ふ る さ と の 心 を う た う 会 

沼 田 つ く し の 会 

上 州 沼 田 天 狗 の 里 面 友 会 

繭  の  絆 

谷 間 の ゆ り フ ラ シ ス タ ー ズ 

沼 田 祇 園 囃 子 保 存 会 連 合 会 

沼 須 人 形 芝 居 あ け ぼ の 座 

沼 田 市 邦 楽 協 会 

大 洞 流 沼 田 吟 詠 会 

沼 田 茶 道 会 

利 根 沼 田 華 道 会 

利 根 沼 田 短 歌 会 

利 根 沼 田 川 柳 愛 好 会 

沼 田 盆 栽 愛 好 会 

利 根 沼 田 菊 花 会 

沼 田 盆 苦 楽 会 

日 本 将 棋 連 盟 沼 田 支 部 

沼 田 香 道 会 

絵 手 紙 ク ラ ブ （ 夢 の 会 ） 

沼 田 写 真 文 化 連 盟 

沼 田 読 み 聞 か せ の 会 

利 根 沼 田 歴 史 散 歩 の 会 

長田　　清  

小池　龍実  

山田　英子  

小林　定雄  

髙倉　　榮  

山田　和子  

田島　　護  

星野千寿子  

石原　久美

髙羽　伸夫  

金井　竹德  

岡嶋　稜子  

小林　映子  

桑原　久男  

牧野アサ子  

田島智恵子  

大竹　　満  

石井　光治  

生方　忠一  

高山　良雄  

岡田　好正  

長澤久美子  

霜垣ユミ子  

原　　明弘  

田村　恵子  

金井　竹德  

池田　進一  

室井　菊治

白 沢 支 部 

利 根 支 部 

美術部会 

書道部会 

 

音楽部会 

 

 

舞踊部会 
 

 

古典部会 
 

邦楽部会 
 

茶道部会 

華道部会 

文芸部会 
 

 

盆栽部会 

 

将棋部会 

香道部会 

手工芸部会 

写真部会 

読み聞かせ部会 

歴史部会 


